
神
流
川
雑
藁

　
　
　
　
参
照
地
圖
。
陸
測
五
萬
（
金
峰
山
・
十
石
峠
・
万
場
・
寄
居
・
高
崎
）

　
上
州
神
流
川
は
利
根
の
貢
流
烏
川
の
支
川
で
あ
つ
て
、
其
の
下
流
の
鬼
石
町
附
近
に
は
、
小
藤
文
次
郎
博
士
の
研
究

に
よ
つ
て
、
倍
々
そ
の
眞
價
を
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
彼
の
有
名
な
三
波
川
層
に
屬
す
る
三
波
石
（
秩
父
青
石
）
を

産
す
る
し
、
叉
中
流
か
ら
上
流
へ
か
け
て
は
、
地
質
學
者
の
所
謂
山
中
地
溝
帶
を
形
成
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
其

の
名
夙
に
世
に
著
は
れ
て
ゐ
る
。

　
然
る
に
蓊
欝
た
る
深
林
に
掩
は
れ
て
ゐ
る
そ
の
源
流
地
の
幽
谿
は
、
附
近
に
之
と
い
ふ
程
の
峻
峯
が
無
い
爲
め
と
、

交
通
の
不
便
と
い
ふ
こ
と
な
ど
に
禍
さ
れ
、
近
頃
ま
で
一
般
登
山
者
の
興
味
を
唆
る
迄
に
は
到
ら
な
か
つ
た
が
、
荒

船
、
兩
神
、
甲
武
信
な
ど
の
方
面
か
ら
觀
た
水
源
地
附
近
の
低
い
乍
ら
も
蒼
古
な
山
姿
や
、
い
や
に
小
皺
の
多
い
、
謂

は
ば
紛
糾
極
ま
り
な
い
と
で
も
言
ふ
べ
き
谷
筋
の
姿
に
心
牽
か
れ
る
爲
め
に
か
、
一
部
の
登
山
家
の
間
に
は
幾
何
か
注

目
さ
れ
て
居
つ
た
ら
し
く
、
日
本
山
岳
會
の
機
關
雑
誌
『
山
岳
』
第
十
六
年
第
三
號
（
奥
上
州
號
）
に
拙
稿
「
晩
春
の
神
流

川
上
流
へ
」
、
續
い
て
同
誌
第
十
七
年
第
一
號
に
吉
岡
八
二
郎
氏
の
「
神
流
川
雑
記
」
が
發
表
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く
、
故

大
島
亮
吉
氏
な
ど
も
、
そ
の
熱
愛
し
て
ゐ
た
荒
船
・
神
津
牧
場
か
ら
歩
を
進
め
、
此
の
水
源
地
を
繞
つ
て
ゐ
る
上
信
國
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境
の
山
々
に
沿
う
て
逍
ひ
歩
か
れ
た
や
う
で
あ
る
。

　
私
が
此
の
地
方
へ
足
を
蹈
入
れ
た
抑
も
の
始
め
は
、
大
正
二
年
四
月
上
旬
、
父
や
伯
父
の
一
行
に
追
蹤
し
て
下
仁
田

か
ら
鹽
ノ
澤
峠
（
磐
戸
峠
）
を
踰
え
、
白
井
を
經
て
濱
平
に
到
り
、
殘
雪
の
大
神
樂
（
大
甘
樂
）
澤
を
中
途
ま
で
溯
つ

て
引
返
し
、
歸
路
は
万
場
を
經
て
鬼
石
町
附
近
の
渓
流
に
三
波
石
を
賞
し
、
新
石
驛
に
出
た
時
で
あ
る
が
、
其
の
頃
の

此
の
水
か
み
の
た
だ
ず
ま
ひ
は
實
に
静
謐
な
、
武
陵
桃
源
の
境
と
は
恁
う
し
た
處
で
も
あ
ら
う
か
と
想
は
れ
る
く
ら
ゐ

な
幽
境
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
其
の
當
時
の
子
供
心
に
も
、
大
神
樂
澤
（
大
甘
樂
澤
）
の
小
尾
根
か
ら
望
ん
だ
淺
雪
豐
な
淺

間
の
山
容
は
、
今
尚
ほ
ハ
ツ
キ
リ
と
脳
裡
に
刻
ま
れ
て
ゐ
る
。

　
偖
て
、
此
の
神
流
川
水
源
地
附
近
は
陸
測
五
萬
圖
（
金
峰
山
・
十
石
峠
）
を
見
て
も
判
る
通
り
、
實
に
小
皺
の
多
い
や

や
こ
し
い
處
で
あ
る
か
ら
、
細
か
な
山
澤
の
名
を
覺
え
込
む
の
は
勿
論
容
易
な
事
で
は
無
か
ら
う
が
、
せ
め
て
は
其
の

重
立
つ
た
も
の
だ
け
で
も
宜
い
か
ら
知
つ
て
置
き
た
い
も
の
だ
と
、
大
正
十
年
の
晩
春
再
遊
の
折
に
は
、
能
ふ
限
り

土
民
測
量
（
武
田
理
學
博
士
の
造
語―

山
澤
名
其
の
他
に
關
し
里
人
に
就
い
て
よ
く
聞
糺
す
こ
と
）
に
努
め
た
が
、
確
か

め
て
置
き
た
い
と
希
ふ
山
澤
に
就
い
て
は
里
入
の
稱
呼
や
意
見
が
區
々
だ
つ
た
の
で
、
大
し
た
収
獲
も
無
く
歸
京
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
に
全
く
偶
然
の
機
縁
か
ら
水
源
地
の
古
繪
圖(
肉
筆
原
本
）
を
發
見
入
手
し
た
の
で
、
同
地
に
就
い
て

は
多
少
の
知
識
を
得
た
故
、
此
の
圖
に
基
い
て
少
許
り
書
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
然
し
此
の
圖
を
主
と
し
、
陸
測
五

萬
圖
を
從
と
し
て
記
述
せ
ん
と
す
る
私
の
圖
上
談
山
は
、
古
繪
圖
に
忠
實
な
ら
ん
と
す
る
の
餘
り
、
其
處
に
多
少
の
矛
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盾
が
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
之
は
何
分
諒
承
あ
ら
ん
事
を
豫
め
御
願
ひ
し
て
置
く
。

　
而
し
て
古
繪
圖
に
先
立
ち
、
手
近
に
在
る
二
、
三
の
古
圖
書
を
渉
獵
し
て
、
神
流
川
に
關
す
る
記
事
を
抜
萃
し
て
見

る
の
は
、
強
ち
無
益
な
わ
ざ
で
も
あ
る
ま
い
と
信
ず
る
。

　
先
づ
神
流
川
の
古
名
を
索
め
る
と
、

　
感
納
川
（
績
太
平
記
）
　
　
神
奈
川
（
武
田
三
代
記
）
　
　
神
野
川
（
豆
相
記
及
び
和
漢
三
才
圖
會
）
　
　
鉋
川
（
國
史
略

　
及
び
逸
史
）
　
　
神
名
川
（
管
窺
武
鑑
）
　
　
甘
奈
川
（
岐
岨
日
記
）
　
　
カ
ミ
長
川
（
囘
國
雑
記
）
　
カ
ミ
ノ
川
（
河

　
越
記
）

な
ど
幾
通
り
も
有
り
、
現
今
用
ふ
る
と
こ
ろ
の
「
神
流
川
」
は
、
關
東
古
戦
録
に
顯
れ
た
の
が
最
初
の
や
う
に
記
憶
す
る
。

古
名
の
詮
索
は
扨
置
き
、
次
に
安
永
三
年(
紀
元
２
４
３
４
年 

西
暦
１
７
７
４
年)

八
月
十
九
日
の
自
序
あ
る
林
義
卿
の
『
上
野
國
志
』
を

見
る
と
、

　
神
流
川
　
濱
平
村
ノ
山
中
ヨ
リ
出
武
上
ノ
界
ヲ
過
今
里
村
二
至
テ
屈
シ
テ
北
流
シ
緑
野
郡
浄
法
寺
ノ
東
ヲ
經
テ
那
波

　
郡
角
淵
ニ
至
リ
テ
山
川
ニ
入
ル
此
川
石
美
ナ
リ
。

　
嘉
永
六
年(

紀
元2513

年 

西
暦1853

年)

刊
行
の
富
田
永
世
撰
『
上
野
名
跡
志
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
山
中
　
神
流
川
水
源
　
三
波
石

　
南
牧
ノ
南
ノ
山
間
東
西
十
里
許
ヲ
山
中
卜
云
、
神
流
川
（
濱
平
村
ノ
山
中
ヨ
リ
出
ヅ
武
蔵
志
料
信
濃
地
名
考
等
ニ
信
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州
佐
久
郡
金
峯
山
ノ
東
ニ
三
峰
ア
リ
千
隈
川
荒
川
神
流
川
ノ
水
源
ナ
リ
神
流
川
ハ
東
北
二
分
ル
ル
ト
云
（
信
濃
ノ
地

　
ニ!
發
テ
上
野
ニ
出
ル
カ
）
後
上
野
志
上
野
名
跡
考
等
二
神
流
川
ハ
甘
樂
郡
濱
平
村
ノ
山
中
ヨ
リ
出
武
蔵
上
野
ノ
堺
ヲ

　
過
今
里
村
ニ
至
テ
屈
シ
テ
北
流
シ
緑
野
郡
二
出
ツ
ト
云
此
今
里
村
ノ
ア
タ
リ
水
涯
ニ
サ
ン
バ
石
ト
テ
奇
石
ア
ル
也
、

　
後
上
野
志
二
三
波
石
或
ハ
三
巴
石
或
ハ
三
番
石
一
番
二
番
三
番
三
ツ
ノ
大
石
ア
リ
數
四
十
八
神
流
川
ノ
上
今
里
村
萓

　
蕪
村
ノ
水
旁
ニ
ア
リ
ト
云
、
神
流
川
モ
甘
樂
郡
ヨ
リ
出
レ
ハ
甘
樂
川
ナ
ル
ヘ
シ
。

　
安
政
支
年
（
紀
元2515
年
西
暦1855

年)

に
下
總
布
川
の
人
、
赤
松
宗
旦
義
知
が
著
し
た
『
利
根
川
圖
志
』
卷
之
一

を
見
る
と
、
利
根
川
金
圖
（
三
枚
表
）
の
『
附
記
』
に
、

　
神
流
川
は
甘
樂
郡
濱
平
の
山
中
よ
り
出
で
南
甘
樂
郡
十
石
峠
横
見
峠
砥
山
杖
立
ヲ
ト
ケ
山
大
峠
西
東
御
荷
鉾
山
等
の

　
渓
流
を
并
せ
北
武
蔵
國
秩
父
郡
の
境
嶺
志
賀
坂
峠
赤
岩
峠
坂
丸
峠
土
坂
峠
の
證
水
を
并
せ
下
て
上
武
二
州
の
境
と
爲

　
り
三
波
川
を
并
せ
漸
北
流
し
て
烏
川
に
合
す
。

　
　
ま
た
明
治
十
七
年
四
月
十
六
日
内
務
省
地
理
局
出
版
の
『
新
篇
武
蔵
風
土
記
稿
』
秩
父
郡
卷
七
十
七
に
は
、

　
神
流
川
　
水
源
ハ
郡
ノ
西
信
濃
上
野
ノ
三
國
堺
ナ
ル
山
谷
ヨ
リ
出
テ
上
野
国
甘
樂
郡
山
中
領
卜
號
シ
村
落
凡
二
十
ケ

　
村
ノ
内
ヲ
東
流
ス
ル
コ
卜
十
里
許
夫
ヨ
リ
本
領
ノ
北
邊
ナ
ル
矢
納
村
卜
甘
樂
郡
護
（
譲
の
誤
？
高
畑
）
原
村
ノ
間
ヲ
ニ

　
里
許
モ
郡
界
ヲ
流
ル
此
邊
マ
テ
ヲ
土
人
ハ
稱
シ
テ
三
波
川
又
ハ
神
流
川
卜
呼
ケ
ル
夫
ヨ
リ
北
流
シ
テ
児
玉
郡
上
阿
久

　
原
村
卜
上
州
緑
野
郡
鬼
石
村
ト
ノ
間
ニ
注
キ
テ
神
流
川
ノ
名
ア
リ
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と
あ
る
が
、
之
を
見
る
と
神
流
川
と
其
の
支
流
の
三
波
川
と
を
混
同
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

　
ま
た
明
治
十
九
年
九
月
出
版
の
内
務
省
土
木
局
編
纂
『
六
十
五
大
川
流
域
誌
』
第
壹
區
利
根
川
流
域
烏
川
（
本
文
第
三

頁
）
の
部
に
は
、

　
神
流
川
（
南
甘
樂
郡
猶
（
楢
の
誤
植
な
る
べ
し
。
高
畑
）
原
村
二
發
ス
○
河
線
二
十
里
）

と
出
て
ゐ
る
。
頗
る
簡
単
で
は
あ
る
が
、
流
程
を
示
し
た
の
は
此
の
書
を
以
て
最
初
（
？
）
と
す
る
や
う
で
あ
る
。

　
尚
ほ
野
崎
左
文
著
明
治
廿
七
年
七
月
發
行
の
『
日
本
名
勝
地
誌
』
第
四
編
東
山
道
之
部
上
、
上
野
國
「
緑
野
郡
」
の
部

「
神
流
川
」
の
條
に
は
、

　
神
流
川
　
源
を
南
甘
樂
郡
の
西
境
に
發
し
東
流
し
て
本
郡
及
び
武
蔵
の
兒
玉
、
賀
美
二
郡
の
間
を
過
ぎ
東
北
に
向
て

　
利
根
川
に
會
す
、
平
日
は
水
涸
れ
て
河
底
を
徒
歩
し
得
べ
し
と
雖
も
霖
雨
一
た
び
至
れ
ば
河
水
忽
ち
漲
溢
し
て
水
勢

　
頗
る
險
急
を
致
す
、
其
の
上
流
鬼
石
町
以
西
は
怪
岩
奇
石
河
中
に
起
伏
し
就
中
茶
盆
石
、
浦
島
の
釣
舟
、
達
磨
石
、

　
屏
風
岩
、
曼
茶
羅
石
、
雲
石
、
水
分
石
、
姥
石
等
は
古
来
最
も
著
名
に
し
て
其
景
の
幽
雅
な
る
郡
中
に
冠
た
り
、
石

　
は
皆
青
色
に
し
て
木
理
紋
あ
り
、
小
な
る
も
の
は
庭
石
に
用
ふ
る
に
宜
し
く
好
事
家
の
常
に
愛
玩
す
る
所
と
す
、
唯

　
だ
其
他
（
地
の
誤
植
な
る
べ
し
。
高
畑
）
の
僻
遠
な
る
が
爲
め
に
来
て
此
の
奇
景
を
賞
す
る
者
太
だ
牢
な
り
。

と
あ
り
、
大
い
に
三
波
石
（
秩
父
青
石
）
を
推
賞
し
て
ゐ
る
。
囚
み
に
明
治
二
十
二
年
出
版
の
『
改
正
上
野
國
仝
圖
』
に
は

十
石
峠
の
東
側
を
流
れ
て
ゐ
る
黒
川
（
神
流
川
の
一
支
流
）
の
水
源
と
覺
ゆ
る
も
の
に
「
神
流
源
」
と
傍
註
し
て
あ
る
が
、
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元
よ
り
正
鵠
を
得
た
も
の
で
は
無
い
。

　
前
記
『
上
野
名
跡
志
』
に
、

　
神
流
川
モ
甘
樂
郡
ヨ
リ
出
レ
ハ
甘
樂
川
ナ
ル
ヘ
シ
　

と
あ
る
が
、
夫
れ
が
果
し
て
肯
綮
に
當
つ
て
居
る
や
否
や
の
問
題
は
暫
く
措
き
、
「
神
流
」
と
い
ふ
川
名
に
關
し
て
は
千

曲
川
・
荒
川
の
二
川
名
と
併
せ
て
頗
る
面
白
い
傳
説
が
あ
る
か
ら
茲
に
記
し
て
見
よ
う
。

　
上
信
武
國
境
の
三
國
山
（
三
國
峠
）
附
近
に
在
る
高
天
原
は
、
日
頃
仲
の
悪
い
盤
古
神
と
建
御
名
方
命
と
が
、
之
も
三

國
山
に
程
近
い
梓
山
の
戰
場
ケ
原
で
戰
つ
た
折
討
死
し
た
神
樣
の
死
體
が
澤
山
積
ま
れ
た
處
で
あ
る
が
、
共
の
死
體
の

流
れ
た
川
を
神
流
川
と
呼
び
、
夥
し
い
血
潮
が
流
れ
て
水
面
が
眞
赤
に
彩
ら
れ
た
川
を
チ
ク
マ
（
血
隈
即
ち
千
曲
）
川
と

呼
び
、
ま
た
澤
山
の
武
器
を
一
紮
げ
に
し
て
流
し
た
川
を
荒
川
と
呼
ぶ
や
う
に
な
つ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
あ
る
。

　
偖
て
愈
々
古
繪
圖
に
移
る
が
、
之
は
大
判
の
美
濃
紙
十
六
枚
を
繋
ぎ
合
せ
た
も
の
に
描
か
れ
、
縱
四
尺
餘
、
横
六
尺

餘
、
正
徳
四
年
に
楢
原
村
に
於
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
「
黒
部
の
秘
密
圖
」(

（
登
高
行
（
慶
應
山
岳
部

年
報
）
第
三
年
参
照
）
）
の
如
き
作
製
年
代
不
詳
の
歎
き
を
見
ず
に
濟
む
の
は
有
難
い
。
即
ち
此
の
正
徳
圖
（
便
宜
上
斯

く
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
は
、
圖
面
の
右
下
に
流
麗
な
書
體
で
、

　
繪
圖
之
通
山
内
相
違
無
御
座
候
　
以
上

　
　
　
正
徳
四
年
午
五
月
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山
中
楢
原
村
　
名
主
　
伊
　
右
　
衛
　
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
平
御
鷹
見
庄
兵
衛
、
同
甚
兵
衛
、
同
伊
右
衛
門
、
同
安
右
衛
門

　
此
度
御
代
官
様
山
内
御
見
分
被
遊
候
郷
上
御
吟
味
之
上
御
留
メ
山
境
卜
百
姓
山
境
御
定
被
遊
候
二
付
則
境
判
仕
候
向

　
後
御
留
山
大
切
相
守
可
申
候
　
以
上

　
　
正
徳
四
年
午
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
村
枝
郷
濱
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
鷹
見
庄
兵
衛
、
同
甚
兵
衛
。
同
孫
右
衛
門
、
同
安
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
百
姓
代
　
三
右
衛
門
、
同
彦
兵
衛
、
同
助
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
村
　
名
主
　
治
　
郎
　
右
　
衞
　
門

と
明
記
し
て
あ
る
。
而
し
て
此
の
正
徳
四
年
を
日
本
歴
史
年
表
に
據
つ
て
調
べ
て
見
る
と
、

　
正
徳
四
甲
午
年
。
人
皇
第
百
拾
四
代
中
御
門
天
皇
御
宇
、
将
軍
徳
川
家
継
（
紀
元2374

年
西
暦1714

年)

を
出
て
ゐ
た
。
即
ち
本
年
（
昭
和
参
年
）
か
ら
溯
る
こ
と
二
百
十
四
年
。
藤
田
家
々
譜
に
徴
し
て
常
時
の
甘
羅
（
甘
樂
）
郡

邑
主
は
、
藤
田
英
賀
な
る
人
で
あ
る
こ
と
が
判
つ
た
。

　
そ
し
て
正
徳
圖
は
彼
の
有
名
な
正
保
圖
（
徳
川
時
代
に
は
單
に
古
圖
と
い
へ
ば
正
保
圖
（
正
保
二
年
乙
酉
國
繪
圖
）
、

新
繪
圖
と
い
へ
ば
元
祿
新
國
繪
圖
の
こ
と
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
）
よ
り
も
六
十
年
近
く
新
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
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が
判
り
、
尚
ほ
此
の
正
徳
圖
の
最
初
の
持
主
が
楢
原
村
の
名
主
の
治
郎
右
衛
門
な
る
こ
と
は
、
同
圖
裏
面
に
「
上
州
楢

原
村
濱
平
、
持
主
黒
澤
治
郎
右
衛
門
、
四
枚
之
内
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
こ
と
に
依
つ
て
明
瞭
で
あ
る
し
、
特
に
四
枚
之

内
と
明
記
し
て
あ
る
か
ら
に
は
、
常
時
同
じ
圖
面
を
四
枚
作
製
し
て
代
官
、
名
主
、
御
鷹
見
、
惣
百
姓
代
が
各
一
枚
宛

を
保
管
し
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
次
に
正
徳
圖
に
顯
れ
て
ゐ
る
山
名
を
掲
げ
、
以
て
臆
測
混
り
の
圖
士
談
山
を
檀
に
し
て
み
る
。

　
船
　
　
艫
　
（
高
岩
ヨ
リ
四
百
間
）

　
高
　
　
岩
（
蟻
ケ
峠
ヨ
リ
高
岩
迄
九
百
間
）

　
蟻
ケ
峠
（
神
流
川
水
元
）

　
三
　
　
國
　
（
蟻
ケ
峠
ヨ
リ
三
國
迄
千
百
四
拾
間
）

　
棒
切
峯
（
三
國
ヨ
リ
六
百
問
）

　
魚
留
峯
　
（
棒
切
峯
ヨ
リ
五
百
四
拾
間
）

　
鵬
　
峯
　
（
魚
留
峯
ヨ
リ
千
五
百
六
拾
間
）

　
葡
萄
峯
（
鵬
峯
ヨ
リ
四
百
六
拾
間
）

　
薇
　
　
萱
　
（
葡
萄
峯
ヨ
リ
五
百
六
拾
間
）

　
諏
　
　
訪
　
（
薇
萱
ヨ
リ
千
百
四
拾
間
）
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松
木
尾
根
　
（
諏
訪
ヨ
リ
五
百
貳
拾
間
）

　
先
づ
三
國
か
ら
始
め
る
が
、
之
は
金
峰
山
圖
幅
に
在
る
獨
立
標
高
點
一
八
二
八
・
二
米
の
三
國
山
の
こ
と
で
あ
つ
て
、

日
本
武
尊
御
東
征
の
砌
踰
え
ら
れ
た
二
木
木
嶺
と
言
ふ
の
が
之
に
該
當
す
る
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
信
州
松
本
藩
士
鈴
木
東
武
・
三
井
弘
篤
の
兩
人
が
藩
命
に
依
つ
て
編
纂
し
た
『
信
府
総
記
』
（
全
拾
冊
。
享
保
九
年

（
紀
元2384

年 
西
暦1724

年
）
水
野
忠
恒
の
序
有
り
）
巻
之
一
第
四
「
佐
久
郡
山
川
ノ
部
」
を
見
る
と
、

　
三
國
山
　
武
蔵
上
野
信
濃
三
國
ノ
界
ニ
テ
即
チ
峰
通
ヲ
境
界
ト
ス
是
ヨ
リ
落
合
村
梓
山
村
出
口
道
迄
ノ
間
山
中
國
境
知
レ
ス

　
此
三
國
山
ハ
蟻
ケ
峠
ヨ
リ
辰
巳
ノ
方
、

と
あ
り
、
大
橋
方
長
撰
『
武
蔵
演
路
』
（
寫
本
全
八
冊
。
安
永
九
年
（
紀
元2440

年
西
暦1780

年
）
に
成
る
）
に
は
至
つ
て
簡
単
な
が

ら
、

　
三
國
山
　
信
上
武
三
州
ノ
界
也

と
あ
る
。
ま
た
明
治
十
三
年
十
二
月
再
版
の
長
野
縣
編
纂
『
信
濃
國
地
誌
略
』
上
巻
「
佐
久
郡
」
の
部
に
は
、

　
三
國
嶺
ハ
梓
山
村
ニ
面
起
シ
、
西
ハ
高
原
山
ニ
連
り
東
北
ハ
武
蔵
上
野
ノ
國
界
二
跨
ル
、
故
ニ
三
國
嶺
ト
稱
ス

ま
た
『
新
篇
武
蔵
風
土
記
稿
』
秩
父
郡
「
古
大
瀧
村
」
の
部
に
は
、

　
三
國
山
　
御
林
山
ノ
内
ニ
テ
武
州
秩
父
郡
信
州
佐
久
郡
上
州
甘
樂
郡
三
國
ノ
界
ナ
リ
栃
本
ノ
西
七
里
餘
ニ
ア
リ

同
じ
く
「
中
津
川
」
の
部
に
は
、

山を行く  高畑棟材 9



三
國
山
　
居
村
ノ
西
四
里
許
ニ
ア
リ
即
チ
上
信
武
三
ヶ
國
境
コ
ノ
山
ノ
頂
ニ
ア
リ
信
州
佐
久
郡
梓
山
へ
通
フ
路
ス
シ

　
ナ
リ
　

と
出
て
ゐ
る
。
尚
ほ
『
日
本
名
勝
地
誌
』
第
四
編
東
山
道
之
部
上
、
上
野
國
「
南
甘
樂
郡
」
の
條
を
見
る
と
、

　
三
國
山
　
郡
の
西
南
隅
に
聳
ゆ
る
秀
嶺
に
し
て
武
蔵
の
秩
父
郡
、
信
濃
の
南
佐
久
郡
に
跨
り
海
面
よ
り
高
き
こ
と
三

　
千
五
百
尺
、
其
東
麓
上
野
村
大
字
楢
原
よ
り
一
里
三
十
町
に
し
て
山
頂
に
逹
す
、
南
に
大
蛇
坐
山
、
北
に
嘯
山
あ

　
り
東
に
兩
毛
の
平
原
を
俯
観
し
南
に
秩
父
の
連
山
群
立
す
る
を
望
み
眺
望
爽
快
、
殊
に
避
暑
に
適
す
と
雖
も
地
僻
に

　
し
て
且
山
上
に
休
憩
す
べ
き
屋
舎
な
き
が
故
に
登
攀
者
も
亦
往
々
其
の
不
便
に
堪
へ
ず
し
て
再
遊
の
念
を
絶
つ
と
聞

く
。

と
あ
り
、
稍
々
詳
し
い
記
事
で
は
あ
る
が
「
東
に
兩
毛
の
平
原
を
俯
観
し
」
は
聊
か
誇
張
の
嫌
ひ
無
き
に
し
も
非
ず
で
あ

る
。
而
し
て
ま
た
『
山
岳
』
第
十
一
年
第
一
號
（
秩
父
號
）
に
掲
載
さ
れ
た
河
田
羆
編
『
武
蔵
通
志
』
（
山
岳
篇
）
國
司
嶽
の
條

下
に
は
、

　
三
國
山
。
高
五
千
五
百
尺
西
は
同
上(

前
文
を
受
け
て
単
に
同
上
と
あ
れ
ど
同
上
と
は
即
ち
「
信
濃
梓
山
村
に
界
す
」
の
こ
と
也
。
高

畑
。
）
北
は
上
野
南
甘
楽
郡
楢
原
村
に
界
す
三
州
に
跨
る
を
以
て
此
名
あ
り
字
猿
市
よ
り
上
る
十
八
丁
、
以
上
同
村
（
大
瀧
村
の
こ
と
な

り
。
高
畑
。)

中
津
川
に
屬
す
。

と
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
濱
平
で
は
此
の
三
國
山
を
小
三
国
、
奥
秩
父
の
甲
武
信
岳
（
天
科
・
芹
澤
・
廣
瀬
附
近
で
は
之
を

三
國
と
俚
稱
し
て
居
る)

を
大
三
國
と
俚
稱
す
る
由
は
、
前
記
『
山
岳
』
奥
上
州
號
（
第
四
八
頁
）
で
述
べ
て
置
い
た
。
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三
國
山
の
西
方
に
蟻
ケ
峠
と
い
ふ
の
が
あ
る
。
金
峰
山
圖
幅
の
△
一
九
七
八
・
六
米
の
峯
が
夫
れ
で
あ
る
こ
と
は
『
山

岳
』
秩
父
號
所
載
木
暮
理
太
郎
氏
の
「
奥
秩
父
の
山
旅
日
記
」
第
五
六
頁
末
行
に
明
記
し
て
あ
る
の
で
知
る
を
得
た
が
、

『
信
府
統
記
』
の
記
事
だ
け
で
は
、
ち
よ
つ
と
其
の
位
置
を
判
定
し
兼
ね
る
。
即
ち
同
書
は
、

　
蟻
ケ
峠
　
こ
れ
い
峠
ヨ
リ
辰
巳
ノ
方
上
野
國
ニ
テ
モ
同
名

と
い
ふ
て
ゐ
る
。
蟻
ヶ
峠
の
西
北
方
獨
立
標
高
點
一
九
七
〇
米
の
峯
ら
し
い
も
の
に
、
正
徳
圖
は
高
岩
と
冠
し
て
ゐ

る
。
元
よ
り
陸
測
五
萬
圖
と
正
徳
圖
と
は
符
合
せ
ぬ
個
所
が
多
い
上
に
、
里
人
の
言
と
て
も
頗
る
曖
昧
で
あ
る
か
ら
慥

に
夫
れ
と
は
斷
定
し
兼
ね
る
が
、
大
正
九
年
に
私
を
諏
訪
山
へ
案
内
し
て
く
れ
た
濱
平
の
高
橋
福
松
が
『
高
岩
は
橡
平

の
窪
の
奥
に
あ
る
で
』
と
言
つ
て
ゐ
た
こ
と
か
ら
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
船
艫
は
正
徳
圖
に
「
高
岩
ヨ
リ
四
百
間
」
と

あ
る
か
ら
、
高
岩
の
北
方
の
一
八
二
〇
米
の
標
高
を
有
す
る
峯
（
十
石
峠
圖
幅
の
△
一
六
三
九
・
四
米
の
峯
の
西
南
方
に

在
る
も
の
）
で
あ
ら
う
。

　
前
記
三
國
の
北
方
一
六
四
〇
米
の
圈
を
有
す
る
の
は
棒
切
峯
、
其
の
東
北
方
一
五
二
〇
米
の
圈
を
有
す
る
の
が
魚
留

峯
に
該
當
す
る
。
鵬
峯
は
十
石
峠
圖
幅
に
秩
父
大
瀧
村
と
あ
る
其
の
秩
の
字
の
北
方
一
六
八
〇
米
の
峯
（
万
場
圖
幅

に
跨
る
）
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
而
し
て
万
場
圖
幅
の
△
一
六
五
八
・
一
米
を
中
心
と
す
る
二
、
三
の
尾
根
を
、
葡
萄
尾
根
と
總
稱
し
、
共
の
中
の
一

峯
を
葡
萄
澤
ノ
頭
と
稱
へ
る
や
う
に
聞
い
て
ゐ
る
が
、
夫
れ
が
一
六
五
八
・
一
米
の
峯
に
該
當
す
る
か
何
う
か
は
不
明
で
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あ
る
。

   
以
上
八
つ
は
上
信
又
は
上
武
の
國
境
を
な
す
が
、
以
下
の
三
つ
即
ち
薇
萱
、
諏
訪
、
松
木
尾
根
は
全
く
上
州
に
屬
し

て
い
る
。
此
の
三
つ
の
う
ち
諏
訪
山
の
位
置
は
陸
測
五
萬
の
十
石
峠
圖
幅
に
明
記
し
て
あ
る
し
、
其
の
紀
行
は
『
山
岳
』

の
奧
上
州
號
に
掲
げ
て
置
い
た
か
ら
就
い
て
見
ら
れ
た
い
。
正
徳
圖
の
薇
萱
な
る
稱
呼
は
、
ど
の
尾
根
に
附
け
ら
れ
た

も
の
か
、
里
人
の
間
に
も
異
説
が
多
く
て
推
測
に
苦
し
む
次
第
で
あ
る
が
、
正
徳
圖
を
基
と
し
て
之
を
十
石
峠
圖
幅
に

索
め
る
と
、
何
う
や
ら
諏
訪
山
か
ら
東
南
へ
派
出
さ
れ
た
尾
根
に
附
け
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
思
は
れ
る
。
松
木
尾
根
は

陸
測
五
萬
圖
の
、
諏
訪
山
三
等
三
角
點
か
ら
西
南
へ
走
る
尾
根
の
總
稱
で
、
尾
根
の
末
端
が
神
流
川
本
谷
に
臨
む
邊
り

に
死
小
屋
と
い
ふ
餘
り
芳
し
か
ら
ぬ
小
字
名
が
附
い
て
ゐ
る
。

　
因
み
に
『
山
岳
』
奥
上
州
號
で
私
の
述
べ
て
置
い
た
御
巣
鷹
山
（
正
徳
圖
に
は
鷹
巣
山
と
な
つ
て
ゐ
る
が
里
人
の
多
く

は
御
巣
鷹
山
と
敬
稱
し
て
ゐ
る
）
と
は
、
諏
訪
山
北
方
の
岩
尾
根
の
或
る
特
定
の
場
所
を
稱
す
る
の
で
あ
つ
て
、
特
立

の
一
峯
で
は
無
く
、
正
徳
圖
に
は
「
鷹
巣
山
　
立
三
百
間
、
上
横
三
百
間
、
下
横
四
百
間
、
立
二
百
拾
間
」
と
傍
註
が

施
し
て
あ
る
。
ま
た
鷹
巣
山
、
巣
鷹
山
）
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
『
新
扁
武
蔵
風
土
記
稿
』
秩
父
郡
、
卷
十
九
）
の

部
に
、

　
巣
鷹
山
　
山
ノ
名
ニ
ア
ラ
ス
ソ
ノ
昔
巣
鷹
ヲ
ト
リ
献
上
セ
シ
山
ヲ
云
今
モ
年
々
ニ
カ
ナ
タ
コ
ナ
タ
ニ
巣
ヲ
カ
ク
レ
ハ

　
土
人
見
出
シ
次
第
ニ
ト
リ
テ
献
上
セ
シ
コ
ト
ト
ナ
リ
ヌ
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と
あ
る
の
で
其
の
概
略
（
あ
ら
ま
し
）
が
判
ら
う
。

　
大
神
樂
澤
（
大
甘
樂
澤
）
は
此
の
尾
根
か
ら
發
源
し
て
ゐ
る
。
之
を
曾
て
『
山
岳
』
奥
上
州
號
で
股
引
澤
（
股
引
澤
と
は

私
の
聞
違
ひ
で
あ
つ
て
之
は
正
徳
圖
を
一
覧
す
る
に
及
ん
で
物
引
澤
の
正
し
い
事
を
知
つ
た
ゆ
ゑ
本
書
に
再
録
す
る
に

方
り
訂
正
し
て
置
い
た
）
の
水
源
の
様
に
記
し
た
の
は
、
全
く
私
の
大
き
な
錯
誤
で
あ
つ
た
。

　
偖
て
試
み
に
天
保
版
の
『
富
士
見
十
三
州
輿
地
之
全
圖
』
を
取
出
し
て
儉
す
る
と
、
三
國
山
か
ら
十
石
峠
の
間
に
礒
峠

尾
倉
岳
コ
レ
イ
峠
な
ど
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
尾
倉
岳
を
除
い
て
は
信
府
総
記
に
も
其
の
名
が
出
て
ゐ
る
。
尤
も
十
三

州
圖
の
礒
峠
と
は
何
か
の
誤
で
、
蟻
ヶ
峠
の
正
し
い
事
は
同
圖
よ
り
も
遙
に
古
い
正
徳
圖
を
見
れ
ば
直
ち
に
了
解
出
来

る
。

　
尾
倉
岳
と
い
ふ
の
は
十
石
峠
圖
幅
の
小
倉
山
に
他
な
ら
ず
、
同
山
に
關
し
て
は
大
島
亮
吉
氏
が
詳
細
な
る
記
文
「
小

倉
山
」
を
、
『
山
岳
』
第
二
十
年
第
一
號
（
秩
父
號
第
二
）
に
掲
げ
て
居
ら
れ
る
か
ら
夫
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
序
乍

ら
コ
レ
イ
峠
と
い
ふ
の
は
、
『
信
府
統
記
』
に
「
こ
れ
い
峠
。
峰
通
國
境
十
石
峠
ヨ
リ
辰
巳
ノ
方
上
野
國
ニ
テ
モ
同
名
」

と
出
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
秩
父
の
古
禮
山
の
様
に
サ
ハ
ギ
バ
ウ
シ
（
コ
レ
ツ
パ
又
は
山
ガ
ン
ピ
ョ
ウ
と
も
言
ふ
由
）

の
方
言
「
コ
レ
」
か
ら
導
か
れ
た
と
か
い
ふ
稱
呼
で
あ
る
や
否
や
は
調
べ
漏
ら
し
た
。
十
石
峠
圖
幅
で
言
ふ
と
、
群
馬
縣

多
野
郡
上
野
村
字
中
ノ
澤
か
ら
、
長
野
縣
南
佐
久
郡
南
相
木
村
三
川
に
到
る
小
径
が
、
上
信
國
境
の
凹
所
（
獨
立
標
高

點
一
七
〇
五
米
）
を
踰
え
て
ゐ
る
其
の
凹
所
に
附
け
ら
れ
た
峠
名
で
あ
る
が
、
現
今
で
は
殆
ど
荒
果
て
て
ゐ
る
由
を
、
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大
島
氏
は
「
小
倉
山
」
で
「
現
今
通
行
者
絶
え
路
痕
な
き
程
な
り
云
々
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
私
も
夫
れ
と
同
じ
意
味

の
話
を
濱
平
の
旅
舎
で
耳
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
水
流
其
の
他
に
關
し
正
徳
圖
を
主
と
し
、
之
に
里
人
の
話
や
私
の
貧
し
い
經
驗
知
識
を
織
交
ぜ
て
少
許
り
述
べ

て
見
よ
う
。

　
夫
れ
に
は
順
序
と
し
て
先
づ
濱
平
に
言
及
す
る
が
、
同
所
は
十
石
峠
圖
幅
を
見
て
も
判
る
通
り
、
楢
原
村
最
奥
の
部

落
で
あ
つ
て
、
正
徳
圖
を
見
る
と
人
家
が
七
軒
（
神
流
川
左
岸
に
五
軒
右
岸
の
大
神
樂
澤
が
本
流
と
落
合
ふ
附
近
に
二

軒
）
描
い
て
あ
る
。
同
所
の
神
流
川
右
岸
に
、
現
今
で
は
鑛
泉
宿
（
經
営
者
、
高
橋
藤
十
郎)

が
一
軒
在
る
が
此
の
鑛

泉
宿
の
こ
と
は
既
に
『
山
岳
』
奥
上
州
號
に
略
記
し
て
置
い
た
。
共
の
後
明
治
廿
五
年
七
月
十
一
日
出
版
の
高
橋
周
楨
著

『
上
野
鑛
泉
誌
』
を
見
る
と
「
濱
平
鑛
泉
冷
」
と
し
て
左
の
記
事
が
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
①
　
泉
質
　
鹽
類
泉
（
分
析
温
度
未
詳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹽
素
　
最
多
量
。
那
篤
榴
母
　
多
量
。
加
榴
母
　
少
量
。
加
榴
叟
母
　
稍
多
量
。
麻
倡
涅
旻
母
　
稍
多
量
。
硫
化
水

素
　
少
量
。
游
離
及
和
合
炭
酸
　
少
量
。

固
形
物
総
量
　
七
・
七
七
　
　
　
　

　
　
　
②
　
効
能

　
胃
弱
。
慢
性
胃
腸
加
答
爾
。
血
液
不
良
（
下
略
）
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③
　
沿
革
　

開
基
未
詳
、
十
九
年
八
月
楢
原
村
高
橋
彦
平
鑛
泉
規
則
ニ
ヨ
リ
許
可
ヲ
得
テ
營
業
ス

　
　
　
④
　
位
置
氣
候

南
甘
樂
郡
ノ
西
南
楢
原
村
字
濱
平
ニ
ア
リ
郡
山
四
圍
ヲ
環
擁
シ
神
流
川
ノ
水
源
三
國
山
ノ
東
麓
ニ
位
シ
山
水
奇
絶
風

光
明
媚
殊
二
空
気
清
涼
幽
邃
ノ
地
ナ
リ

　
　
　
⑤ 

近
傍
勝
區

三
國
山
西
境
二
聳
ユ
ル
高
山
ニ
シ
テ
信
濃
武
蔵
兩
國
二
跨
ル
ヲ
以
テ
此
名
ア
リ
南
二
大
蛇
坐
山
北
二
嘯
山
ア
リ
共

二
眺
望
佳
ナ
リ

此
の
濱
平
か
ら
神
流
川
水
源
迄
の
間
に
於
て
、
正
徳
圖
に
委
し
く
流
程
の
示
し
て
あ
る
澤
は
左
の
七
流
で
あ
る
。

　
神
流
水
元
（
ふ
た
の
澤
落
合
ヨ
リ
九
百
八
拾
間
）

　
ふ
た
の
澤
（
水
元
ヨ
リ
落
合
迄
三
百
四
拾
間
）

　
　
　
　
　
捧
切
澤
落
合
ヨ
リ
七
百
貳
拾
間

　
棒
　
切
　
澤
（
水
元
ヨ
リ
落
合
迄
六
百
四
拾
間
）
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
魚
留
澤
落
合
ヨ
リ
六
百
四
拾
間

　
魚
　
留
　
澤
（
水
元
ヨ
リ
落
合
迄
千
九
百
四
拾
間
）
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鵬
澤
落
合
ヨ
リ
三
百
六
拾
間

　
鵬
　
　
　
澤
（
水
元
ヨ
リ
落
合
迄
二
千
六
百
間
）

　
　
　
　
　
大
蛇
倉
澤
落
合
ヨ
リ
四
百
四
拾
間

　
大
蛇
倉
澤
（
水
元
ヨ
リ
落
合
迄
千
九
百
六
拾
間
）

　
　
　
　
　
葡
萄
澤
落
合
ヨ
リ
六
百
六
拾
間

　
葡
　
萄
　
澤
（
水
元
ヨ
リ
落
合
迄
二
千
四
百
間
）

　
　
　
　
　
死
小
屋
ヨ
リ
是
迄
六
百
八
拾
間

　
此
の
他
に
も
流
程
不
明
の
澤
の
名
が
五
つ
六
つ
擧
げ
て
あ
る
故
、
夫
等
を
い
ち
い
ち
拾
ひ
乍
ら
行
く
と
、
先
づ
鑛
泉

宿
の
傍
に
落
ち
て
ゐ
る
の
が
井
野
澤
（
十
石
峠
圖
幅
参
照
。
鑛
泉
符
號
と
濱
平
の
平
字
と
の
間
を
過
ぎ
て
本
流
に
注
ぐ

も
の
）
。
鑛
泉
が
湧
出
る
と
い
ふ
積
り
か
現
今
で
は
湯
ノ
澤
と
俚
稱
し
て
ゐ
る
が
、
元
よ
り
正
鵠
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
直
ぐ
南
方
の
虎
王
神
社
（
地
圖
に
神
社
記
號
あ
り
）
の
傍
で
本
流
に
注
い
で
ゐ
る
の
が
大
神
樂
（
大
甘
樂
）
澤
。
虎
王

神
社
か
ら
仰
見
え
る
ト
ヤ
ノ
ツ
ム
ヂ
（
△
九
七
六
・
二
米
）
の
西
南
方
の
家
倉
（
地
圖
に
岩
記
號
あ
る
獨
立
標
高
點
一
二
五

八
米
の
峯
？
）
か
ら
發
し
て
ゐ
る
の
が
江
戸
澤
（
現
今
、
井
戸
澤
或
ひ
は
井
ノ
澤
に
作
る
上
州
訛
イ
（
ヰ
）
と
エ
の
混
用

に
基
く
も
の
な
ら
む
）
と
い
ひ
、
前
記
の
松
木
尾
根
か
ら
岐
れ
て
虎
王
神
社
の
背
後
ま
で
山
脚
を
伸
ば
し
て
來
て
ゐ
る

の
が
大
多
尾
根
で
あ
る
。
江
戸
澤
の
落
日
を
右
に
見
乍
ら
稍
〃
遡
る
と
、
小
徑
は
本
流
と
少
し
く
離
れ
、
夫
れ
と
同
時
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に
右
岸
に
在
る
大
き
な
岩
の
横
手
を
行
く
や
う
に
な
る
。
地
圖
に
も
岩
の
符
號
が
あ
る
が
正
徳
圖
に
明
記
し
て
あ
る
長

岩
と
い
ふ
の
が
之
で
あ
つ
て
、
附
近
は
春
は
燃
ゆ
る
ば
か
り
に
輝
か
し
い
新
緑
、
秋
は
絢
爛
目
を
う
ば
ふ
ば
か
り
の
紅

黄
葉
が
一
入
美
は
し
い
處
で
あ
る
。
長
岩
の
近
く
の
樹
深
い
左
の
崕
上
か
ら
瀧
の
様
な
小
澤
が
落
ち
て
ゐ
る
、
地
圖
は

と
も
あ
れ
正
徳
圖
に
は
水
線
記
號
は
あ
る
が
無
名
で
あ
る
。
長
岩
か
ら
少
し
行
く
と
、
小
徑
は
地
圖
で
は
本
流
を
渡
つ

て
左
岸
沿
ひ
に
走
つ
て
ゐ
る
が
私
は
之
は
知
ら
な
い
。
現
在
は
前
記
の
江
戸
澤
落
口
の
少
し
上
流
で
右
岸
に
移
つ
て
か

ら
暫
く
の
問
は
其
の
儘
の
右
岸
沿
ひ
で
あ
る
。
而
し
て
地
圖
の
本
谷
の
本
字
の
北
側
の
、
本
流
が
少
し
曲
つ
て
ゐ
る
其

の
曲
角
（
右
岸
の
）
へ
松
木
尾
根
の
岩
崕
（
地
圖
の
一
三
〇
〇
米
附
近
に
岩
の
符
號
あ
り
）
か
ら
急?

し
て
ゐ
る
の
が

手
水
澤
。
手
水
澤
と
本
字
と
の
間
で
手
水
澤
の
南
拾
數
間
の
處
に
流
れ
て
ゐ
る
小
澤
が
物
引
澤
で
あ
つ
て
、
大
正
十
年

の
晩
春
、
私
は
此
の
澤
か
ら
諏
訪
山
へ
登
つ
た
。
本
字
の
南
方
で
本
流
と
落
合
つ
て
ゐ
る
の
は
火
打
石
谷
で
あ
る
。
而

し
て
正
徳
圖
の
火
打
石
な
る
峯
を
地
圖
上
に
索
め
る
と
、
何
う
や
ら
△
一
四
四
四
米
に
該
當
す
る
ら
し
い
が
、
高
橋
福

松
は
其
の
山
名
も
位
置
も
知
ら
ぬ
や
う
だ
つ
た
。
江
戸
澤
と
火
打
石
谷
迄
の
間
を
總
稱
し
て
板
小
屋
澤
と
俚
稱
す
る
。

地
圖
の
本
谷
の
谷
字
の
附
近
（
右
岸
）
を
大
渡
と
稱
し
、
左
岸
に
は
可
な
り
立
派
な
澤
が
注
い
で
ゐ
る
が
、
地
圖
に
も
正

徳
圖
に
其
の
名
を
示
し
て
な
い
。
イ
リ
の
窪
の
下
流
に
當
る
か
ら
イ
リ
の
澤
と
で
も
稱
し
た
い
が
、
江
戸
澤
の
近
く

に
入
澤
と
い
ふ
至
つ
て
短
い
有
る
か
無
い
か
の
小
澤
が
存
在
す
る
以
上
、
此
の
名
は
ち
と
附
け
に
く
い
。

　
本
流
は
此
の
邊
で
大
き
く
曲
る
。
そ
し
て
松
木
尾
根
の
西
側
に
洽
う
て
本
流
に
注
い
で
ゐ
る
の
が
オ
ノ
ク
ボ
澤
（
正
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徳
圖
に
「
お
の
久
保
澤
」
と
あ
る
）
、
オ
ノ
ク
ボ
澤
と
松
木
尾
根
末
端
の
死
小
屋
の
岩
符
號
と
の
間
の
對
岸
（
左
岸
）
で
本
流

と
落
合
つ
て
ゐ
る
の
を
犬
遣
谷
と
稱
す
る
。
続
い
て
同
じ
く
左
岸
に
挾
（
狭
？)

岩
と
い
ふ
小
字
が
あ
る
が
位
置
は
不
明
。

　
丁
字
小
屋
と
い
ふ
小
字
は
、
諏
訪
山
の
西
微
南
の
標
高
線
の
數
字
一
三
〇
〇
と
記
し
た
邊
り
か
ら
下
流
へ
か
け
て
の

稱
で
あ
つ
て
、
同
名
の
澤
は
此
の
標
高
線
數
字
附
近
か
ら
發
し
て
本
流
へ
注
ぐ
と
こ
ろ
の
、
傾
斜
の
急
な
、
極
く
短
い

小
澤
で
あ
る
。
雨
後
の
二
、
三
時
間
は
申
譯
に
水
も
流
れ
や
う
と
い
ふ
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
對
岸
（
左
岸
）
に

押
出
し
て
來
て
ゐ
る
の
は
、
上
信
國
境
の
船
艫
か
ら
分
派
さ
れ
た
△
一
六
三
九
・
四
米
の
岩
尾
根
を
盟
主
と
す
る
深
林

に
恵
ま
れ
た
尾
根
で
あ
つ
て
、
俚
稱
ク
ヒ
ノ
ク
ラ
と
い
ふ
。

　
『
山
岳
』
奥
上
州
號
木
暮
理
太
郎
氏
の
「
利
根
川
水
源
地
の
山
」
に
、
「
オ
ヒ
は
顯
れ
る
ク
ヒ
は
隠
れ
る
こ
と
で
、
即

ち
隠
顯
す
る
意
味
で
あ
る
か
ら･･････
」
（
一
二
三
頁
三-

四
行
目
）
と
あ
る
故
、
此
の
ク
ヒ
ノ
ク
ラ
と
い
ふ
の
は
、
或
ひ

は
隠
れ
岩
の
在
る
尾
根
と
で
も
い
ふ
意
味
の
方
言
で
は
な
か
ら
う
か
。
ま
た
ク
ヒ
は
ク
エ
の
轉
訛
で
あ
つ
て
即
ち
「
崩

れ
」
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
故
、
岩
石
磊
々
た
る
岩
の
痩
尾
根
だ
か
ら
と
い
ふ
譯
で
、
ク
ヒ
ノ
ク
ラ
と
俚
稱
す
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

　
囚
み
に
ク
ラ
は
上
州
殊
に
山
地
の
方
言
で
岩
又
は
岩
壁
を
意
味
し
、
漢
字
を
充
て
る
場
合
に
は
「
嵓
」
を
以
て
す
る
の

が
正
し
い
さ
う
で
あ
る
。
正
徳
圖
を
見
る
と
、
ク
ヒ
ノ
ク
ラ
の
先
端
が
神
流
川
本
流
に
臨
む
邊
り
に
、
栃
久
保
と
い
ふ

小
字
を
示
し
て
あ
る
。
ま
た
栃
久
保
の
西
微
南
に
方
る
さ
さ
や
か
な
平(

地
圖
で
い
ふ
と
一
四
八
〇
米
乃
至
一
五
〇
〇
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米
附
近
）
は
菅
平
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

　
丁
字
小
屋
か
ら
少
し
遡
る
と
左
側
（
右
岸
の
）
に
葡
萄
澤
が
現
れ
る
。
先
年
、
陸
地
測
量
部
の
一
行
が
測
量
の
爲
神

流
川
を
遡
行
し
た
時
、
濱
平
を
出
發
し
て
か
ら
最
初
に
野
営
し
た
の
が
此
の
澤
の
葡
萄
平
と
い
ふ
地
點
で
あ
つ
た
由
を

當
時
選
ば
れ
て
一
行
の
驥
尾
に
附
し
た
と
い
ふ
高
橋
福
松
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
葡
萄
澤
の
右
岸
の
小
棚
と
い
ふ

小
字
は
、
地
圖
の
諏
訪
山
の
南
方
に
位
す
る
岩
符
號
の
下
の
標
高
線
數
字
一
五
〇
〇
と
あ
る
邊
り
を
い
ふ
。

　
大
白
谷
は
鵬
峯
の
西
方
、
地
圖
の
獨
立
標
高
點
一
三
七
六
米
の
尾
根
か
ら
本
流
迄
の
間
を
言
ひ
、
名
の
や
う
な
大
き

な
も
の
で
は
無
い
が
、
對
岸
（
左
岸
）
の
標
高
線
數
字
一
〇
〇
〇
と
あ
る
あ
た
り
で
本
流
に
注
い
で
ゐ
る
大
蛇
倉
澤
は
却

々
立
派
な
澤
で
あ
る
。
地
圖
に
は
何
故
か
岩
記
號
を
省
略
し
て
あ
る
が
、
此
の
澤
の
發
源
地
に
は
大
蛇
倉
と
い
ふ
美
事

な
岩
壁
が
峙
り
立
ち
、
高
岩
も
之
も
諏
訪
山
方
面
か
ら
望
む
こ
と
が
出
來
る
。
正
徳
圖
に
は
赤
味
を
帯
び
た
御
納
戸
色

で
塗
上
げ
た
見
る
か
ら
に
物
凄
（
？
）
い
岩
が
描
い
て
あ
る
。

　
尚
ほ
此
の
「
大
蛇
」
と
「
倉
」
と
の
關
係
に
就
い
て
、
昭
和
参
年
六
月
十
日
、
我
が
『
霧
の
旅
會
』
創
立
十
周
年
記
念
大
會

の
席
上
、
木
原
理
太
郎
氏
が
『
山
名
に
就
い
て
』
と
い
ふ
講
演
を
さ
れ
た
折
、
兩
神
山
に
關
し
、
豫
て
蘊
蓄
を
傾
け
ら
る

る
考
古
學
上
或
ひ
は
民
族
學
上
か
ら
、
太
古
日
本
の
移
住
民
族
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
に
依
つ
て
遺
さ
れ
た
言
語
・
信
仰
に
囚

る
遺
跡
等
に
基
い
て
、
極
め
て
正
確
な
考
證
を
與
へ
ら
れ
た
序
で
に
、
非
常
に
有
益
な
且
又
趣
味
の
多
い
解
釋
を
施
さ
れ

た
。
其
の
後
此
の
講
演
は
『
霧
の
旅
』
第
十
年
第
二
十
八
號
（
十
年
記
念
特
輯
號
）
に
掲
載
さ
れ
た
か
ら
左
に
「
大
蛇
」
と
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「
倉
」
と
に
關
係
あ
る
部
分
を
抜
萃
し
て
見
よ
う
。

　
『
唯
ク
ラ
に
就
て
一
言
す
る
と
、
こ
れ
に
は
坐
す
る
又
は
横
た
は
る
意
か
ら
出
た
ク
ラ
（
座
及
鞍
）
、
虎
の
義
か
ら
轉

　
じ
て
野
獣
の
總
名
と
な
つ
た
ら
し
い
ク
ラ
（
狩
獵
を
カ
リ
ク
ラ
と
い
ふ
は
こ
の
意
味
で
あ
る
）
及
び
岩
の
古
い
方
言
で

　
あ
る
ク
ラ
な
ど
が
あ
る
が
、
其
中
で
地
名
と
な
つ
た
も
の
は
最
後
の
ク
ラ
位
の
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
ク
ラ
は
馬
來

　
語
のkula

（
岩
）
と
同
じ
も
の
か
、
そ
れ
と
も
元
は
韓
語
ら
し
い
岩
礁
を
指
す
ク
リ
か
ら
導
か
れ
た
も
の
か
私
に
は

　
判
断
し
兼
ね
る
が
、
ク
リ
は
ク
レ
（
塊
）
と
同
語
で
、
栗
の
實
を
ク
リ
と
い
ふ
の
も
カ
タ
マ
リ
で
あ
る
爲
で
あ
ら
う
。

　
私
が
特
に
面
白
く
感
じ
た
の
は
、
有
名
な
大
臺
ケ
原
山
の
大
蛇
倉
で
、
こ
れ
は
勿
論
壮
大
な
岩
壁
に
名
付
け
ら
れ
た

　
も
の
で
あ
る
が
私
は
大
蛇
で
も
住
み
さ
う
な
、
又
は
物
凄
い
と
い
ふ
や
う
な
、
つ
ま
り
形
の
上
か
ら
大
蛇
倉
な
る
名

　
を
得
た
も
の
と
考
へ
て
ゐ
た
が
、
實
は
さ
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
ク
ラ
と
大
蛇
と
同
意
語
な
る
こ
と
が
忘
ら
れ
る
や

　
う
に
な
つ
て
、
大
蛇
ク
ラ
な
る
合
成
語
が
生
じ
、
夫
れ
が
岩
壁
の
ク
ラ
に
通
ず
る
所
か
ら
、
具
儘
岩
壁
に
適
用
さ
れ

　
た
も
の
と
見
る
の
が
至
當
で
あ
る
ら
し
く
思
は
れ
る
。
上
州
の
藤
原
か
ら
越
後
の
土
樽
や
信
州
の
秋
山
に
か
け
て
、

　
瀑
の
こ
と
を
セ
ン
と
云
ふ
が
、
そ
れ
が
或
る
地
方
で
は
タ
キ
と
結
び
付
け
ら
れ
て
セ
ン
ノ
タ
キ
と
云
フ
合
成
語
が
誰

　
名
と
な
つ
て
ゐ
る
な
ど
は
、
大
蛇
ク
ラ
と
似
寄
つ
た
例
と
い
へ
や
う
。
高
畑
棟
材
氏
の
所
藏
に
係
る
上
州
神
流
川
上

　
流
の
正
徳
圖
に
も
大
蛇
倉
澤
と
い
ふ
の
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
探
せ
ば
尚
ほ
他
に
も
存
す
る
で
あ
ら
う
が
今
の
所
私
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は
こ
の
二
者
以
外
に
知
る
所
が
な
い
。
』
（
下
略
）

　
此
の
大
蛇
倉
澤
が
本
流
と
落
合
ふ
附
近
に
は
、
水
岩
穴
と
い
ふ
小
字
が
あ
る
。

　
前
記
の
大
白
谷
か
ら
更
に
本
流
を
潮
る
と
間
も
な
く
左
に
鴫
澤
が
顯
れ
る
。
鴫
峯
の
南
側
に
發
源
し
、
西
流
し
て
本

流
に
注
ぐ
の
が
夫
れ
で
あ
る
。
元
は
實
に
幽
邃
な
澤
で
あ
つ
た
が
、
今
は
昔
日
の
俤
を
偲
ぶ
術
も
な
い
で
あ
ら
う
。
此

の
澤
の
合
流
點
と
略
相
対
す
る
左
岸
に
、
ど
つ
し
り
と
押
迫
つ
て
來
て
ゐ
る
尾
根
は
、
高
岩
か
ら
分
派
さ
れ
た
俚
稱
「
栃

平
ノ
窪
」
で
あ
る
が
正
徳
圖
に
は
此
の
名
は
見
え
な
い
。
尚
ほ
進
む
と
神
流
川
は
竟
に
二
つ
に
岐
れ
、
左
は
支
流
の

魚
留
澤
、
殆
ど
直
角
に
右
へ
折
れ
る
の
が
本
流
で
あ
る
。
本
流
を
少
し
遡
る
と
左
か
ら
棒
切
澤
が
合
流
す
る
、
三
國
山

（
三
國
峠
）
へ
は
此
の
澤
を
登
る
の
が
順
路
で
も
あ
る
し
樂
で
も
あ
る
。

　
本
流
は
軈
て
ま
た
二
つ
に
岐
れ
る
。
金
峰
山
圖
幅
を
見
る
と
、
同
圖
「
多
野
上
野
村
」
の
「
多
」
「
野
」
の
間
を
過
り
、
更

に
［
上
野
村
」
の
野
字
を
差
挾
ん
で
左
右
に
岐
れ
る
が
、
左
は
支
流
の
「
ふ
た
の
澤
」
で
之
は
三
國
峠
に
發
源
し
、
右
即
ち

蟻
ケ
峠
の
東
側
に
位
す
る
御
幣
平
に
發
す
る
の
が
、
神
流
川
の
源
泉
で
あ
る
。
正
徳
圖
を
見
る
と
、
御
幣
平
「
神
流
川

水
元
の
傍
に
「
水
元
ヨ
リ
蟻
ケ
峠
迄
七
百
貳
拾
間
」
と
記
し
て
あ
る
。

　
御
幣
平
と
い
ふ
の
は
、
蟻
ケ
峠
か
ら
東
方
に
位
す
る
國
境
上
凡
一
八
二
〇
米
の
處
か
ら
北
へ
向
つ
て
派
出
さ
れ
た
尾

根
（
金
峰
山
圖
幅
参
照
。
「
多
野
」
野
の
字
「
上
野
村
」
の
村
字
の
左
側
を
走
つ
て
ゐ
る
も
の
）
の
或
る
地
點
の
稱
で
あ
る
。
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因
み
に
正
徳
圖
の
御
留
メ
山
と
い
ふ
の
は
、
東
は
葡
萄
峯
、
薇
萱
、
諏
訪
山
を
経
て
松
木
尾
根
に
至
り
同
所
か
ら
更

に
死
小
屋
（
正
徳
圖
に
は
松
木
尾
根
ヨ
リ
死
小
屋
迄
八
百
三
十
四
間
と
示
し
て
あ
る
）
を
限
り
、
西
は
船
艫
か
ら
始
め
て

犬
遣
谷
（
船
艫
ヨ
リ
犬
遣
谷
迄
二
千
九
百
四
間
）
に
終
る
尾
根
を
限
り
と
し
、
其
の
以
南
即
ち
上
信
及
び
上
武
の
國
境
に

到
る
間
の
山
谷
を
總
稱
し
た
も
の
で
あ
る
。
　

　
以
上
で
、
正
徳
の
古
繪
圖
に
基
い
た
上
州
神
流
川
水
源
地
に
於
け
る
山
谷
の
概
況
は
、
一
先
づ
述
べ
終
つ
た
が
、
み

づ
か
ら
實
査
せ
ぬ
箇
所
も
多
い
こ
と
故
、
思
違
ひ
や
臆
斷
も
少
な
く
な
い
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
同
好
の
士
の
御
叱
正
を

得
れ
ば
幸
で
あ
る
。
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
年
八
月
稿
）

　
　
附
記
　
正
徳
圖
は
『
鴫
』
を
ミ
ミ
ヅ
ク
と
訓
ま
せ
て
ゐ
る
が
、
漢
和
大
辭
典
、
字
源
、
言
泉
、
大
日
本
國
語
辭
典
及
び
日
本
鳥
類
圖
説

　
　
等
を
渉
獵
し
て
も
、
ミ
ミ
ヅ
ク
に
該
當
す
べ
き
如
上
の
漢
字
は
見
當
ら
な
か
っ
た
。
之
に
酷
似
す
る
鵬
は
音
ホ
ウ
で
支
那
の
『
荘
子
』

　
　
逍
遙
游
の
篇
に
語
原
が
あ
る
。
そ
し
て
之
は
我
國
の
歌
舞
伎
十
八
番
『
暫
』
の
臺
詞
に
も
引
用
さ
れ
て
居
る
通
り
頗
る
有
名
な
鳥
で
あ

　
　
る
が
、
要
す
る
に
全
く
想
像
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
大
鳥
ゆ
ゑ
勿
論
實
在
し
て
居
る
筈
が
な
い
。

　
　
恐
ら
く
う
そ
字
か
あ
て
字
か
造
字
か
、
或
ひ
は
ま
た
何
か
の
略
字
か
、
そ
れ
も
結
局
詮
索
不
明
に
終
っ
て
了
っ
た
。

　
　
尚
ほ
本
稿
と
密
接
な
對
照
関
係
を
有
す
る
『
山
岳
』
奥
上
州
號
所
収
『
晩
春
の
神
流
川
上
流
へ
』
は
、
之
を
訂
補
し
た
う
へ
本
書
に
再

　
　
録
し
て
あ
る
こ
と
を
、
念
の
爲
め
申
添
へ
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
山
を
行
く
』
終
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